
平成 21 年 1 月 15 日 

各  位 

中国地区品質経営協会 

 

先進企業視察先進企業視察先進企業視察先進企業視察会会会会のごのごのごのご案内案内案内案内    

 

標記の件、下記の通り開催いたしますのでご参加をお願い申しあげます。 

 

記 

 

1. 目的 

他地区の先進企業を訪問し品質経営の実践を確認させていただくとともに推進者間

で情報交換を行うことにより、参加企業の品質経営レベルの向上を図る。 

2. 実施期日 

平成 21 年 2 月 24 日(火) 

3. 訪問先 

グローリー株式会社 本社工場 

〒670-8567 姫路市下手野１丁目 3 番 1 号 TEL:079-297-3131(代表) 

4. 参加者 

   中国地区品質経営協会運営委員および会員会社の管理職 

   定員 25 名 先着順 

5. 参加費 

   なし（交通費各自負担） 

6. スケジュール案 

12:50        JR 姫路駅集合 

13:00-13:15  グローリー株式会社本社工場へ移動（タクシー） 

13:30-16:30  工場見学・情報交換 

16:30-17:00  JR 姫路駅へ移動、解散 

7. 参加申し込み 

・ 参加ご希望の方は、１月 28 日(水)までに申込用紙に必要事項をご記入の上、郵送、

FAX またはメールで協会事務局へご連絡ください。 

・ グローリー㈱様へ事前に質問事項を提出いたしますので、ご質問のある方は参加申

込書にご記入ください。 

・ 当日、参加者の懇親会を実費で開催したいと思いますので、参加ご希望の方は申込

者にご記入ください。 

8. その他 

・ スケジュール等は変更する場合があります。 

・ 参加者が決まった段階で、詳細スケジュールをお送りします。 

以上 

なお、ご不明な点がございましたら、本行事担当者までお問い合わせください。 

行事担当者 マツダ株式会社 購入品品質部     近藤 光男 (TEL 082-565-1413)  

      富士通株式会社 中国営業本部総務部 足立 義行 （TEL 082-567-8110） 

 



先進企業視察会参加申込書先進企業視察会参加申込書先進企業視察会参加申込書先進企業視察会参加申込書    

 

お申込先：中国地区品質経営協会 行 

TEL 082-532-6844    FAX 082-532-6845 

〒733-0011  広島市西区横川町 3 丁目 5 番 9 号（世良ビル 404 号） 

E-Mail   qmac@a1.mbn.or.jp     URL  http://qmac.jp 

 

会社名  お申込責任者氏名：  

TEL： 

E ﾒｰﾙ： 

住所（〒   -     ） 

 

 

 

参加者氏名 所属・役職・連絡先 

 所属 ：  

役職 ：  

TEL  ： 

携帯 ： 

E ﾒｰﾙ： 

懇親会（実費）                   参加 ・ 不参加 

工場見学時の質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報交換時の質問（工場および海外進出に関

することなど） 

ご記入いただきました企業・組織および個人情報は、参加申込受付処理ならびに当協会か

らのセミナーや行事のご案内のために使用します。（受付および参加者用に配布する場合も

あります。） 



会社概要会社概要会社概要会社概要  

社  名 グローリー株式会社 

本  社 〒670-8567 姫路市下手野１丁目 3 番 1 号 

TEL:079-297-3131(代表)   

創  立 1918(大正 7)年 3 月 

資 本 金  129 億円 

従 業 員  3,380 名(グループ 34 社総数 6,010 名) 

平成 20 年 3 月 31 日現在 

事業内容 通貨処理機、情報処理機、自動販売機 

     カードシステム・サービス機器 

      

事 業 所 本社・本社工場（姫路）東京本部、 

工場   品川営業所、埼玉工場、御着事業所、 

姫路物流センター 

 

海外拠点 ヨーロッパ、中国、アメリカ、フィリピン、 

     シンガポールに現地法人 

 

活躍状況 「認識・識別技術」と「メカトロ技術」2 つのコアテクノロジーのさらなる融

合で世界を未来へ 

・1950 年、国産初となる硬貨計数機を世に送り出して以来、グローリーは通貨

処理機のパイオニアとして、「認識・識別」「メカトロ」技術を基本とし、お

金を「数える」「見分ける」「束ねる」商品を数多く開発。 

・世界の国々の金融機関などで、業務の効率化・省力化に幅広く貢献。 

たとえば指紋認証、顔認証などバイオメトリクス分野においても積極的に研

究を推進。また、大学などの研究機関とも連携し、多彩なセキュリティの可

能性に挑戦している。まるで人間の手で行うかのような細かな動き。極めて

複雑な作業を、正確にスピーディにこなしていく。それを可能にするのが、

グローリーのメカトロニクス技術である。 

・商品の小型化、高機能化を実現すべく独自のメカトロ技術をさらに進化させ

るとともに、ユニットの共通化などによる低コスト化に挑戦。 

・一方製造においてもセル生産方式を導入し生産効率を高めている。 

 

   


